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紀
元
七
世
紀
に
お
け
る
イ
ギ

リノ
ス
の
宗
教
事
情

ー
ー
特
に
二
ヘ
ネ
デ
ぷ
ク
ト
修
道
士
の
活
動
に
つ
い
て

i

i

竹

良

内

直

序

中
世
初
期
(
六

l
八
世
紀
)
ブ
リ
グ
ェ
ア
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
宗
教
界
に
お
い
て
、
東
方
ヨ

1
ロ
γ

バ
大
陸
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
著
名
な

伝
道
家
に
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
、
コ
ル
ン
パ
ヌ
ス
、
ボ
ニ
フ
ァ
シ
ウ
ス
の
三
人
が
い
る
。
こ
の
中
コ
ル
ン
パ
ヌ
ス
を
除
く
他
の
二
人
は
ロ

1

7

教
皇
と
常
に
交
渉
を
も
ち
、
教
皇
を
戴
く
中
世
カ
ソ
リ
ッ
ク
教
会
の
組
織
化
統
制
化
に
貢
献
を
し
た
点
に
お
い
て
特
に
重
要
で
あ
る
。
ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
チ
ス
は
教
皇
の
命
を
受
け
て
イ
ギ
リ
ス
の
布
教
に
従
事
し
、
ボ
ニ
フ
ァ
シ
ウ
ス
は
教
皇
の
援
助
を
得
て
ド
イ
ツ
の
伝
道
を
行
っ

て
い
る
。
而
も
両
者
共
に
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
院
で
教
育
を
う
け
た
人
物
で
あ
る
。
前
者
ぽ
戸

1

7
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
院
に
育
成
さ
れ

て
五
九
七
年
イ
ギ
リ
ス
に
宣
教
し
、
後
者
は
そ
の
イ
ギ
リ
ス
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
院
か
ら
出
て
七
一
六
年
ド
イ
ツ
の
教
化
に
つ
と
め
た
点

に
お
い
て
、
二
人
の
精
神
的
な
連
関
乃
至
は
事
業
の
類
似
性
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。

か
く
の
如
く
二
人
を
結
ぶ
も
り
が
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
院
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
二
人
の
中
間
期
即
ち
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
に
お

け
る
キ
リ
ス
ト
教
会
、
特
に
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
院
は
ど
の
よ
う
な
活
動
告
し
て
い
た
か
、
そ
う
し
て
そ
れ
出
中
世
キ
リ
ス
ト
教
史
の
上
に

ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
明
か
検
討
し
て
見
た
い
。

周
知
の
如
く
、

七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
は
ゲ
ル
マ
ン
族
の
一
派
ア
ン
グ
ル
人
、
サ
ク
ソ
ン
入
、
ユ

1
ト
人
の
移
住
後
で
統
一
政
権
は
な
く
、

所
謂
図
。
宮
内
局
。
甘
可
!
と
称
せ
ら
れ
る
蛮
族
諸
玉
の
割
拠
時
代
で
あ
り
、
同
地
に
お
け
る
ロ

l

マ
文
化
の
衰
亡
と
共
に
こ
れ
ら
移
住
民
の
持
つ

Hosei University Repository



異
教
が
横
行
す
る
時
代
で
あ
っ
た
。

け
れ
ど
も
こ
れ
に
先
立
つ
二
世
紀
即
ち
彼
等
の
侵
入
前
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
中
心
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
は
目
覚
し
い

活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
、
当
時
の
歴
史
危
縮
く
者
の
等
し
く
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
o
既
に
五
世
紀
に
ス
コ

v
ト
ラ
ン
ド
生
れ
で
巳

021

巴
。
(
ロ
1

7
十
人
兵
長
〉
の
父
を
持
つ
パ
ト
リ
ッ
ク
ハ

P
E1日の
F
己
・
怠

C
が
ガ
リ
ア
に
お
け
る
吋
。
ロ
ヨ
の

ω
?
富
山

2
g
修
道
院
や
、
南
地
中

揮
の
小
島
円
。

1
5
修
道
院
、
更
に
〉
己
MOH円
。
の
修
道
院
な
ど
で
修
行
後
、
ロ

1
7
に
至
り
教
皇
ケ
レ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
命
を
う
け
て

T
)

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
各
地
に
布
教
し
、
東
北
隅

ω担
己
(
り

0
5同
町
三
ユ
nw
附
近
〕
、
〉
E
H
K州
市
川
町
な
ど
に
修
道
院
を
建
て
て
い
る
。
次
レ
で
五

l
六

世
紀
に
は
ブ
レ
ン
ダ
ン
(
切
百
包
自
己
・
日
∞
〉
の

2
D
E
2
4
修
道
院
、
コ
ム
ガ
ル
(
め
の

g
m
m
F
己・
α
己
)
の
一
∞

gmoH
修
道
院
(
同
)
0
5
M

地
方
)
、
フ
ィ
エ
ア
ン

(
E
B
E
r
a
-
0・
m
m
N
)
の
め
目
。
B

E
修
道
院
が
現
れ
、
こ
れ
よ
り
フ

ィ
ニ
ア
ン
の
弟
子
所
謂
ヲ

2
M
g
〉
吉
田
己

g

c同
開
江
口
の
活
動
期
に
入
り
、
以
後

2
0
R
H
H
Rロ
C目的。切り己同門
C
4
5
E
m
E
O
H
O
-
〉

55-仰
げ
な
ど
の
諸
修
道
院
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る

学
芸
の
中
心
地
と
し
て
隆
盛
に
赴
い
た
。
一
方
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
方
面
で
は
、
上
記
の
パ
ト
リ

v
ク
と
殆
ん
ど
時
を
同
う
し
て
、
ニ
ニ
ア
ン

ハ
Z
E
S
)が
ツ

1
ル
の
聖
マ
ル
チ
ン
の
弟
子
と
な
っ
て
修
道
後
、
帰
国
し
て
君
宮
神
宮
自
の
小
島
に
修
道
院

(
の
宮
仏
庄
内
凶

g
g
即
ち
白

色
の
家
〉
を
建
て
、
更
に
先
の
寸
君
。
H
4
0
K
F
H
5
2
-
g
え
開
岡
山
口
の
一
人
コ
ル
ン
パ
(
の
己
己
E
E唱。。
Z
E♀
ロ
σ)
が
五
六
三
年
西
岸
の
小

島
国
ロ
(
後
枇
誤
称
し
て
H
O
ロ
HH
と
い
う
)
に
修
道
生
活
を
行
い
、
之
を
基
地
と
し
て
ブ
リ
タ
ニ
ア
北
部
の
伝
道
を
開
始
し
て
い
る
。
次
に

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
も
一
衣
帯
水
の
ガ
リ
ア
地
方
か
ら
伝
道
者
が
渡
来
し
、
回
世
紀
頃
に
は
次
第
に
地
歩
を
閉
め
た
よ
う
で
あ
る
。
一
一
一
一
四

年
の
ブ
ル
ル
の
宗
教
会
議
に
三
名
の
司
教
(
ヨ
1

ク
の
司
教
エ
ボ
リ
ウ
ス
、
ロ
ン
ド
ン
司
教
レ
ス
テ
ィ
ト
ウ
ツ
ス
、
任
地
不
明
の
司
教
ア
デ
ル
フ
ィ
ワ
ス
)

が
ブ
リ
グ
ニ
ア
か
ら
出
席
し
て
い
る
事
実
、
或
は
三
六

O
年
の
ア
リ
ミ
ヌ
ム

(
h
r
z
s
z
c
B
w
E
E由
巳
〉
の
宗
教
会
議
に
も
同
じ
く
三
名
の

司
教
が
列
席
し
て
い
る
事
実
な
ど
は

(
2
』
そ
の
証
左
で
あ
ろ
う
。
次
い
で
五
世
紀
に
入
る
と
四
二
九
年
オ
l
h
y

セ
ル
の
司
教
ゲ
ル
マ
ヌ
ス
、

ト
ル
ア
の
司
教
ル
プ
ス
が
ベ
ラ
ギ
ウ
ス
の
異
端
を
到
服
す
る
た
め
に
渡
英
し
、
サ
ク
ソ
ン
人
、
ピ
ク
ト
人
の
来
窟
に
際
し
て
ブ
リ
ト
ン
人
を

‘
率
い
関
の
声
ハ
レ
ル
ヤ
を
連
呼
し
て
遂
に
こ
れ
を
撃
退
し
た
と
い
う
話
も
(
三
、
同
地
域
の
信
者
数
が
当
時
僅
少
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
一
示
す

も
の
で
あ
ろ
う
。
然
る
に
以
上
の
う
ち
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
及
び
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
所
謂
。
。
言
。
富
。
D
8
2
ュ2
・
は
そ
の
後
も
比
較
的
順

調
な
発
展
を
つ

Y
け
得
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
一
反
し
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
の
キ
リ
ス
ト
教
は
五
世
紀
中
葉
以
降
ア
ン
グ
ル
人
、
サ
ク
ソ
ン

人
、
ュ

I
ト
人
の
侵
入
に
よ
っ
て
殆
ん
ど
絶
誠
し
、
唯
ウ
ェ

I
ル
ス
地
方
に
∞
包
戸
伝
ミ

(
E
E
2
E
H
O
の
)

(

4

J

F
・〉
mmup(と
な
ど
の
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修
道
院
が
僅
に
過
去
の
繁
栄
を
留
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

か
〉
る
背
景
を
持
つ
ブ
リ
グ
ニ
ア
に
新
し
く
登
場
し
た
の
が
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
渡
来
当
時

ブ
リ
グ
エ
ア
の
南
部
に
キ
リ
ス
ト
教
信
者
が
絶
無
で
あ
っ
た
と
極
言
す
る
こ
と
は
出
来
な
レ
の
で
あ
っ
て
、
既
に
改
宗
し
た
王
室
を
持
つ
隣

国
フ
ラ
ン
ク
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
は
徐
々
に
伝
来
し
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
例
へ
ば
ケ
ン
ト
王

k
r
o
片町内己

5
2
が
フ
ラ
ン
ク
の
の
げ
2
5
0
3

の
娘
目
。
吋
岳

ω
と
結
婚
し
た
た
め
、
彼
女
に
伴
う
て
口
比
告
∞
昆
司
教
が
渡
英
し
、
以
後
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
の
東
に
聖
マ
ル
チ
シ
教
会
が
設

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
(
6
)
事
実
が
あ
る
。
と
は
云
え
、
当
時
一
般
庶
民
の
道
徳
生
活
は
キ
リ
ス
ト
教
精
神
と
は
程
遠
く
至
っ
て
野
蛮
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
後
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
教
皇
と
の
聞
に
交
換
さ
れ
た
書
簡
の
中
に
も
反
映
し
て
お
り
、
特
に
一
部
の

聞
で
は
己
れ
の
継
母
と
結
婚
す
る
こ
と
さ
え
も
平
然
と
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
(
7
3

と
ま
れ
、
か
ι

〉
る
情
況
の
う
ち
に
細
々
な
が
ら

も
保
持
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
は
、
の
巴
片
山
の
め
げ

z
n
s
E
Q
の
場
合
の
如
く
ガ
リ
ア
か
ら
伝
来
し
た
も
の
で
あ
り
。
一
式
わ
ば
ロ

I

マ
直
系
の

キ
リ
ス
ト
教
で
は
な
か
っ
た
。

然
る
に
こ
の
形
勢
は
五
九
七
年
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
同
志
四
十
名
と
共
に
ケ
ン
ト
王
国
の
東
方
寸
官
5
2
(当
時
は
島
)
に
上
陸
し
て
か

ら
一
変
し
た
。
広
く
世
間
に
伝
え
ら
れ
た
興
味
深
い
物
語
「
後
の
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
が
、
ロ
ー
マ
の
市
場
で
見
た
奴
隷
少
年
が
ア
ン
グ
ル

人
(
〉
話
回
目
)
で
あ
る
と
聞
い
た
時
、
そ
れ
と
発
音
の
類
似
す
る
一
六
使

(kg宮
回
目
)
を
連
想
し
て
同
族
に
好
意
を
持
ち
布
教
を
思
し
立
っ
た

定
)
」
と
い
う
事
の
真
偽
は
別
と
し
て
も
、
我

々
の
注
意
す
べ
き
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス

及
び
こ
れ
に
従
う
一
行
は
以
前
の
様
な
ガ
リ
ア
か

ら
渡
来
し
た
伝
道
者
た
も
と
異
り
、
す
べ
て
ロ
!
?
教
会
か
ら
直
接
の
命
令
を
う
け
て
派
遣
さ
れ
た
人
々
で
あ
り
、
且
い
づ
れ
も
ベ
、
ネ
デ
ィ

ク
ト
の
戒
律
の
下
に
修
行
し
た
修
道
士
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
ゐ
る
。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
先
に
五
七
四
l
五
七
八
年
間
修
道
士
と
な
り
、

ロ
1
7
の
カ
ェ
リ
ス
山
に
聖
ア
ン
ド

レ
修
道
院
を
建
て
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
戒
律
に
遵
っ
て
修
行
し
て
い
た
が
、
教
自
主
に
就
任
後
ハ
主
九

O
)
、

己
れ
の
弟
子
で
同
院
の
修
道
士
で
あ
っ
た
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
等
を
異
教
徒
の
ブ
リ
グ
ニ
ア
に
送
り
、
困
難
た
る
こ
の
改
宗
事
業
を
敢
行
せ

し
め
た
の
で
あ
っ
て
、
ブ
リ
グ
ニ
ア
は
こ
〉
に
初
め
て
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
士
を
仲
介
と
し
て
ロ

1

マ
と
直
接
交
渉
に
入
る
こ
と
L
な
っ
た

わ
け
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
ア
ウ
グ
ス
-
ア
イ
ヌ
ス
は
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
に
移
住
後
は
以
前
の
よ
う
な
一
修
道
生
活
に
投
一
顧
す
る
こ
と
な
く
、
司
教
と

七
て
布
教
に
乗
り
出
し
、
同
志
冨
己
目
言
明
を
何
回
浮

ωmu内
。
ロ
∞
の
司
教
た
ら
し
め
(
在
ロ
ン
ド
ン
)
、
叉
し
苫
吉
田
を
ケ
ン
ト
司
教
(
在
ロ

ナ
エ
ス
タ
1
)
た
ら
し
め
た
o
こ
の
二
人
は
グ
レ
ゴ

p
ウ
ス
が
第
二
団
派
遣
隊
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
送
っ
た
へ
9
)
人
で
、
同
じ
く
ア
ン
ド
レ
修
道
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四

院
で
暮
心
た
修
道
士
、
と
推
定
さ
れ
る
。
も
と
よ
り
こ
の
地
に
純
然
た
る
修
道
院
が
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
カ
ン
グ
ベ

p
I
の
東

壁
外
に
「
聖
ぺ

一ア
ロ
及
び
聖
ポ

1

ロ
の
修
道
院
」
が
設
立
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
修
道
院
長
阿
川
5
2
2
Z∞
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
死

後
第
二
代
の
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
の
大
司
教
と
な
り
ハ
六

O
四
U

、
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
死
後
上
記
メ
リ
ト
咋
ス
が
第
三
代
の
大
司
教
と
な
っ
て

い
る
1

(

六
一
九
〉

以
上
の
経
過
を
見
れ
ば
イ
ギ
リ
ス
じ
お
け
る
新
し
い
宗
教
活
動
は
、
ロ

1

7
に
お
い
て
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
戒
律
に
よ
る
修
道
生
活
を
体
験

し
た
人
々
を
以
っ
て
主
力
と
し
て
レ
る
が
、
彼
等
は
大
陸
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
隔
離
的
隠
遁
的
な
生
活
を
行
っ
て
い
な
い
。
修
道
院
は
大
陸

の
場
合
の
よ
う
に
俗
化
し
た
教
会
に
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
教
会
活
動
の
原
動
力
で
あ
る
。
勿
論
彼
等
自
身
は
修
道
的
戒
律
に
拘
束
さ

れ
る
。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
が
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
与
え
た
書
簡
に
も

さ
れ
ど
貴
下
(
兄
弟
な
る
)
は
修
道
院
の
戒
律
に
よ
っ
て
教
育
さ
れ
た
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
教
会
に
お
い
て
貴
下
の
聖
職
者
た
ち
よ

り
特
に
離
れ
て
居
る
(
暮
す
)
こ
と
は
許
さ
れ
ず
。

|
|
∞
旦
宮
百
件

g
p
g
o
g
x
g
E
3
8
2
1日
円
。
ぬ
己
目

m
O
2
2
5

8
R
2
5
2
0
1
(巴
-
i
2
2
)
口
。
ロ
色
。
σ
2
m
己
2
目
立
田
富
山
田
湖
山
口
問
。
。

H
o
m
E
p
bぬ
F
E
E
-
-
-
i回
o
a
p
出
・
悶
・
(
富
山
ぬ
ロ

0・

可知片岡。

-om山内
HFMW江口旬、
mwm)HWM寸・

U-m?

と
述
べ
つ
〉
も
布
教
に
当
つ
て
は
禁
欲
独
身
を
強
制
す
る
こ
と
な
く

聖
職
者
を
除
き
、
聖
職
に
あ
る
も
d
に
し
て
、
も
し
禁
欲
し
得
ざ
る
も
の
あ
ら
ば
妻
帯
す
ベ
し
。
|
|
∞

J
ε
2
3
2昇
己

2

5

。
ua司
白
由
旬
。
円
c
m
o
H弘山口
σ目。。口明片山片戸時
r
β
戸
山
由
。
。
。
ロ
片
山
口
ゆ
『

O
口
。
口
句
。
印
刷
ロ
ロ
グ
問
。
】
「
片
山
岡
山
口
凶
。
H10印仏
σσσ
コ7
:
・llHσ
白色

-H-NUJHV-m∞・

と
云
い
、
叉
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
姫
娠
中
の
婦
人
に
対
し
て
洗
礼
を
行
っ
て
よ
い
か
と
い
う
質
問
に
答
え
て

授
胎
は
全
能
な
る
神
の
前
に
は
何
等
責
む
べ
き
も
の
に
非
ざ
る
に
、
焼
振
せ
る
女
と
は
一
式
へ
何
故
に
洗
礼
さ
る
べ
き
に
非
ず
と
す
る
や
。

|
冨
己
目
。
『

2
0
E
E
℃

2
0ぬロ
g
m
g円
ロ
。
口
宏

σ
g沖
Z
U片山
N
m
p
g
E
5
5
m
X
2
2
。
E
E宮
古
耳
目
切
り
色
。

2
H
8
2
q
H
w

m
ロ
ρ
ロ知町内凶
O

己
HM内凶日沖知的。
ω円ロ山田吋
l
J【

σ日仏・
]
[
w
N
寸・

6
・0
N

・

と
し
て
無
用
の
顧
慮
を
戒
め
、
叉
メ
リ
ト
ゥ
ス
に
与
へ
た
書
簡
に
は

即
あ
、
こ
の
民
族
聞
に
あ
る
偶
像
の
神
殿
は
決
し
て
破
壊
さ
る
べ
き
に
非
ず
。
さ
れ
ど
そ
の
神
殿
に
あ
る
偶
像
そ
の
も
の
は
破
壊
さ
る

べ
し
o
l
-
-
・4
E己
目
。
丘
門
主

E
E
E
E己
。

2
5
a
g弓
E

Z

g
宏

B
唱
E
O
B官
官
お
ユ
Oヴ
g
z
u
忠
弘
山
口
g
D
E
o
g
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五

。
一回
日
ロ
ロ
片
山
色
。
】
ω
a
o
m
A一一門戸山口
42MHU--;:
出)目。
w
F
ω
。・

HV・¥吋
0
・

と
な
し
、
更
に

か
た
く
な
な
る
心
よ
り
、
一
時
に
す
べ
て
を
取
り
決
り
得
ざ
る
こ
と
は
疑
ひ
な
し
c

何
と
な
れ
ば
、
最
高
の
地
位
に
登
ら
ん
と
つ
と
む

る
考
は
、
一
足
跳
び
す
る
こ
と
な
く
、
徐
々
に
叉
は

一
歩
づ
〉
上
る
が
放
に
。

1
H
A
ω
E
E
H
Z
E
g片山ケ
5

m

z

g】の
B
E
ω

ωσ
由の町内山
OHorHHHMCm回目ゲニ
o
m
m
m
o
ロ
ο口
弘
ロ
σ
山
口
口
同
ぬ
凹
グ
心
己
目
向
。
片
山
m
D己
山
田
口
問
戸
HHHCHH凶
】
。
。
己
口
M
m
mの叩口弘ゆ
H
O
D
X
Xロ
H
w
m
H
m向山口
u
ロ∞

ぐ
ぬ
】
也
知
目
的
日
ゲ
ロ
田
口
。
口
白
己
件
。
口
Hmω
】
片
山
ず
ロ
目
。
】
ぬ
ぐ
知
合
同
門
・

1
1
H
E
己
・
円

ω。・

HY
寸
]
，
.

と
至
っ
て
着
実
な
而
も
温
和
な
方
法
で
伝
道
を
奨
励
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
こ
の
ケ
ン
ト
に
布
教
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
は

修
道
士
た
ち
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
決
し
て
大
陸
の
よ
う
な
禁
欲
的
修
道
思
惣
の
鼓
吹
で
は
な
く
、
ロ
ー
マ
教
皇
の
方

針
に
従
一
レ
つ
〉
社
会
生
活
を
営
む
庶
民
を
徐
々
に
改
宗
し
て
行
く
こ
と
ゆ
-
最
大
の
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ア
ウ
グ
ス

一ア
イ
ヌ
ス
の
渡
来
後
三
十
年
を
経
ず
し
て
キ
リ
ス
ト
教
は
ノ
1
サ
ン
ブ
リ
ア
に
進
出
し
て
い
る
ハ
こ
れ
は
同
国
主
同
広
君

E
が

ケ
ン
ト
主
エ
セ
ル
パ
I
ト
の
娘
で
キ
リ
ス
ト
信
者
た
る

h
F
2
H
】己

Z
H
m
と
結
婚
し
、
喝
さ
品
目
ロ
ロ
m
が
彼
女
に
附
き
伴
う
て
北
に
旅
し
た
た
め

で
あ
る
。
こ
の
パ
ウ
リ
ヌ
ス
は
さ
き
の
メ
リ
ト
ゥ
ス
や
ユ
ス
ト
ゥ
ス
と
共
に
第
二
次
派
遣
隊
の
一
人
と
し
て
ロ

1

マ
の
聖
ア
ン
ド
レ
修
道
院

か
ら
来
た
人
物
で
あ
る
が
、
伎
が
ノ

I
サ
ン
ブ
リ
プ
に
来
っ
て
伝
道
に
つ
と
め
た
結
果
、
王
エ
ド
ウ
ィ
ン
は
長
ま
遼
巡
の
後
、
六
二
七
年
の

復
活
祭
に
ヨ

1
ク
で
使
か
ら
洗
礼
を
う
け
て
信
仰
に
入
っ
た
。
更
に
こ
の
バ
ウ
リ
ヌ
ス
の
野
力
に
よ
っ
て
ロ
包
認
可
地
方
か
ら
多
数
の
新

し
い
信
者
が
現
れ
、
こ
〉
に
北
方
キ
リ
ス
ト
教
発
展
の
種
子
が
植
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
尤
も
こ
の
エ
ド
ウ
イ
ン
は
六
ご三…三
年
に
同
ぬgω
仲吾げ
l

『

2凹己{包凶(出州白浮】拝沖
2
巴《仏凶のQ
目r】釘∞
ω〉
の
戦
で
マ

1
、シV
ア
(
冨
。

H2の♀山宙ω〉王嗣司)⑦ロ《巳告凶対何

廃
す
すF

る
に
τ友広
ん
で
同
国
の
キ
リ
ス
ト
教
は
一
時
頓
挫
挫
-
L
た
が
、
ヱ
ド
ウ
イ
ン
の
孫
。
∞
宅
州
釦
包
凶
乙
】
E仏
が
カ
-
ド
下
げ
ラ
を
】
り
)
∞
ロ
巳
山
∞
窓
巾
包
凹
ゲ
己E
H
ロ

(ω
沖?
• 

。
2
5
H色
、
目
。
。
の

wzd司
)
に
破
り
〈
六
=
一
四
)
、
名
実
共
に
ノ

1
サ
ン
ブ
リ
ア
を
統
一
す
る
に
至
っ
て
形
勢
は
又
も
や
一
変
し
た
。
オ
ス
ワ
ル

ド
は
嘗
っ
て
出
広
島
に
芝
居
し
た
熱
心
な
信
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
同
島
の
修
道
士
〉
E
mロ
を
迎
え
て
口
門
会
え
mHH，
o
に
置
か
し
め
、
叉
諸

地
に
教
会
や
修
道
院
を
建
立
し
、
自
然
こ
れ
よ
り
ス
コ
叩
ト
ラ
ン
ド
の
修
道
士
が
ノ
1
サ
ン
プ
リ
ア
に
移
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
く
て

ヨ
I
ク
を
中
心
と
す
る
ロ
l

マ
的
キ
リ
ス
ト
教
(
州
市
一し
バ
ウ
リ
ヌ
ス

C
2
2
5巴
m
E
の
戦
後
ケ
ン
ト
に
避
針
し
、
防
前
EU
E
5
2
2同
円
。
乙
が
mF一
る
)

と
リ
ン
デ
f

ス
フ
ァ

1
ン
を
中
心
と
す
る
ケ
ル
ト
的
キ
リ
ス
ト
教
と
の
こ
系
統
が
生
ず
る
こ
と
L
な
っ
た
。
ー
ア
イ
ダ
ン
は
六
五
一
年
に
死
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~ 

/" 

し
、
同
じ
く
回
二
の
修
道
士
宮
口
問
ロ
が
来
っ
て
そ
の
職
を
襲
う
。
il
e

次
に
同
∞
笠
〉
口
五
百
を
見
る
に
、
玉
虫
ぬ
ぬ
ヴ
O
H
E
は
さ
き
に
父
王

HNEd司
凶

E
の
荘
位
時
代
に
追
放
さ
れ
て
ガ
リ
ア
に
来
り
、
こ
〉

で
洗
礼
を
う
け
て
信
者
に
な
っ
た
が
、

帰
国
し
て
即
位
後

2
ハ
三
二
、

H
d
E
M
及
び
自
民

g
u「
(
明
記

g
g
w
m
J
H
B
ω
〉
を
招
抽
押
し
て
い
る
。

フ
エ
リ
ッ
ク
ス
は
目
立
白
に
よ
れ
ば
ブ
ル
グ
ン
ド
人
の
地
方
の
出
一
身
元
)
(
念
切

5
mロ
司
正
門

E
E
匂
ω
3
p
c
m
)
と
の
み
記
さ
れ
そ
の
前

歴
一は
明
瞭
で
は
な
い
が
、
出
。
ロ
O
H
E田
な
る
人
物
の
命
を
う
け
て
巴
ぬ
一
ゆ
HVOH一宮
の
許
に
来
り

E
Hロ
乏
の
げ
(
り
の
包
自
の
の

2
2
5
H
U
の
司
教

と
な
っ
た
。
ホ
ノ
リ
ウ
ス
は
ユ
ス
ト
ゥ
ス
(
前
は
ロ
チ
ェ
ス
タ

I
司
教
)
の
後
を
う
け
て
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
の
第
五
代
の
大
司
教
と
な
っ
た
人

物
で
あ
る
か
ら
、
フ
エ
リ
ッ
ク
ス
は
当
然
ロ

I

マ
的
制
度
を
身
に
つ
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
然
る
に

一
方
フ
ァ

1
シ
ー
は
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
出
身
の
修
道
士
で
王
よ
り
土
地
を
与
え
ら
れ
て
の
ロ
。
げ

rwHgヴ
員
一民
(
閃

2
8ぬ
げ
の
M

凶
由
己
ろ
に
修
道
院
を
建
て
た
O

(
口
)
|
但
し
彼
は
後

年
パ

E

に
近
き
ラ
ニ
l

の
修
道
院
に
移
住
ο

|
従
っ
て
こ
の
目

2
〉
ロ
包
百
に
も
ロ

1

7
的
ケ
ル
ト
的
両
修
道
院
の
分
野
を
見
る
の
で
あ

る。
次

に

当

g同

ωωM向
。
口
出
即
ち
ウ
ェ
セ

v
ク
ス
に
お
い
て
は
、
切
日
同
日
ロ
ロ
∞
な
る
入
、
教
皇
問
。
ロ
2
富
田
の
命
を
う
け
、
ジ
ェ
ノ
ア
の
司
教

〉
凹
片
足
宮
田
に
叙
任
さ
れ
て
J

ギ
リ
ス
に
渡
っ
た
時
、
ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
王

hU1HMOぬ
己
お
は
民
衆
と
共
に
彼
よ
り
洗
礼
を
う
け
(
六
三
五
)
、
(
ロ
)

更
に
ノ

1
サ
ン
ブ
リ
ア
王
オ
ス
ワ
ル
ド
と
協
同
し
て
ピ
リ
ヌ
ス
を
匂
O
H
Z
O
(口。
H
o
r
a
2
H
)
の
司
教
た
ら
し
め
た
。
次
い
で
の
UNHHOE-山田

の
子
。
。
山
口
話
回
目
。
げ
が
即
位
し
た
後
、
フ
ラ
ン
ス
人
で
長
く
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
暮
し
聖
書一
を
研
究
し
て
い
た

b
E
5
0
3
が
渡
来
し
た
が
、

言
葉
が
遇
、
せ
ず
王
に
疎
ま
れ
、
筑
に
代
っ
て
フ
ラ
ン
ス
で
殺
任
さ
れ
た
サ
ク
ソ
ン
入
者
宮
山
が
来
り
当
日
ロ
各

2
2円
の
司
教
と
な
っ
た
。

然
る
に
こ
の
ウ
ィ
ニ
は
職
を
追
わ
れ
て
マ

1

シ
ア
に
逃
避
し
、
以
後
同
国
は
長
期
間
に
亙
り
(
六
六
三
l
六
七

O
)
無
司
教
と
な
っ
た
が
、
ア

ギ
ル
パ
I
ト
の
甥
巴

0
5げ
2
2
m
(円
g
F
O
H
E
m
-
出
回
。
岳
民
ぬ
)
が
カ
こ
グ
ベ
リ

1
の
大
司
教
凶
げ
き
号

HO
に
殺
任
さ
れ
て
ウ
イ
ン
チ
ェ

ス
グ
I
に
来
り
布
教
に
尽
力
し
た
。
従
っ
て
こ
の
国
の
キ
リ
ス
ト
教
は
ロ

1
マ
的
な
も
の
に
落
い
て
は
い
る
が
、
か
な
り
不
安
定
の
よ
う
に

見
え
る
。

最
後
に
開
思
片
的
百
円
。
口
明
即
ち
エ
セ
ッ
ク
ス
に
移
れ
ば
、
前
記
の
よ
う
に
メ
リ
ト
ゥ
ス
が
ロ
ン
ド
ン
司
教
と
な
り
聖
ポ
1

ロ
教
会
に
住
ん

だ
が
〈
六

O
四
)
、
王

ω与
。
与
件
〔
ケ
ン
ト
宝
Z

セ
ル
パ

1
ト
の
甥
J

の
三
子
は
メ
リ
ト

ゥ
ス
を
ロ
ン
ド
ン
か
ら
追
放
し
、
同
国
は
以
後
無
信
仰

の
状
態
が
つ
や
つ
い
た
(
沼

)
O

そ
の
後
同
世
紀
の
半
、
王
日

m
oぴ
0
2
は
ノ

I
サ
ン
ブ
リ
ア
玉
。
明
者
匂
の
勧
め
に
従
い
、
出
ロ
島
の
出
身
で
リ
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七

ン
デ
ィ
ス
フ
ァ

I

ン
の
司
教
で
あ
っ
た
古
口
ωロ
か
ら
臣
下
と
共
に
洗
礼
治
う
け
、
白
)
次
い
で
同
じ
く
こ
の
フ
ィ
ナ
ン
に
任
命
さ
れ
た

(
一
色
与
が
エ
セ
ッ
ク
ス
の
司
教
に
任
ぜ
ら
れ
る
こ
と
〉
な
っ
た
。
こ
の
め
包
牛
と
は
如
何
な
る
人
物
か
と
い
う
に
、
先
に
マ

1
シ
ア
王
ベ
ン

ダ
が
息
司
白
色
白
を
宮
町
一
色
。
〉
同
記
】

g
チ
ヱ
に
任
命
し
て
い
る
。
こ
の
ペ
グ
が
ノ

1
サ
ン
プ
リ
ア
主
オ
ス
ウ
ィ
の
娘
巴
回
目
立

ω
令
妻
ら
ん

た
め
に
フ
ィ
ナ
ン
司
教
か
ら
洗
礼
を
う
け
四
名
の
司
卸
売
を
伴
っ
て
帰
国
し
た
そ
の
四
名
中
の
一
人
で
あ
る
。
但
し
伎
に
は
間
定
の
司
教
座
は

な
く
、
常
に
旅
行
し
定
住
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
に
か
く
右
の
事
実
に
よ
っ
て
エ
セ
ッ
ク
ス
の
キ
リ
ス
ト
教
に
は
ケ
ル
ト
的
な
色
彩

が
濃
厚
で
あ
る
こ
と
が
感
ぜ
ら
れ
る
。

ニ

以
上
述
べ
来
っ
た
こ
と
を
総
括
す
れ
ば
、
七
世
紀
中
葉
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
主
要
誇
国
の
キ
リ
ス
ト
教
は
、
ケ
ン
ト
は
ロ

1
7
教
皇
の

直
系
と
し
て
完
全
な
る
ロ
I
マ
的
(
司
教
座
は
カ
ン
グ
ベ
リ
I
、
ロ
チ
ェ
ス
グ

T
Hノ
1
サ
ン
プ
リ
ア
は
ヨ

1
ク
の
司
教
座
を
中
心
と
す
る

F

1
マ
的
に
対
し
で
リ
ン
デ
ィ
ス
フ
ァ
I
ン
司
教
座
の
ケ
ル
ト
的
な
も
の
が
あ
り
、
同
ω浮
〉
巴
m
r
m
で
は
ロ
I
マ
的
な
グ
ン
ウ
ィ
ッ
チ
の
司

教
座
に
対
し
て

FU?H-。
d
m
F
n
m
3
Z
の
ケ
ル
ト
的
修
道
院
が
あ
り
、
ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
は
不
安
定
な
経
路
を
辿
り
つ
〉
も
ロ

I
マ

的
な
も
の

に
落
着
い
た
が
、
ヱ
セ
ヅ
ク
ス
は
初
め
ロ

1
7
的
な
ロ
ン
ド
ン
の
司
教
座
が
あ
っ
た
が
後
ケ
ル
ト
的
な
キ
リ
ス
ト
教
と
変
っ
て
い
る
。
元
も

こ
〉
で
云
う
キ
リ
ス
ト
信
者
と
は
王
を
含
む
国
民
の
一
小
部
分
に
過
ぎ
ず
、
来
だ
異
教
的
偶
像
崇
拝
者
が
多
数
存
在
し
て
い
た
元
)
と
思
わ

れ
る
。
叉
王
室
に
あ
っ
て
も
前
記
二
三
の
実
例
に
見
ら
る
、
如
〈
信
仰
の
動
機
が
精
神
的
な
も
の
で
な
く
、
外
国
の
王
女
と
結
婚
す
る
た
め

の
方
便
に
過
ぎ
な
か
っ
た
場
合
も
あ
っ
た
と
考
え
る
と
、
彼
等
の
信
仰
は
決
し
て
深
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
倫
一
方
完
全
に
キ

リ
只
ト
教
を
信
ぜ
ず
異
教
徒
の
固
と
し
て
止
っ
て
い
た
も
の
も
あ
っ
た
。

7
1
シ
ア
及
び

m
g
F
m
m
N
Oロ
m
即
ち
サ
セ
ッ
ク
ス
の
両
国
が
こ

れ
で
、
前
者
は
キ
リ
ス
ト
教
を
信
ず
る
ノ

I
サ
ン
プ
リ
ア
に
屡
々
侵
琵
し
た
猛
族
で
あ
り
、
後
者
は
六
八

0
年
代
ヨ
ロ
ロ
庄
の
伝
道
す
る

時
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
を
知
ら
ず
、
当
時
国

S
げ
也
自
に
居
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
修
道
士
に
対
し
て
国
民
は
相
等
の
興
味
も
感
じ
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
昆
)

と
こ
ろ
で
我
々
が
今
注
意
し
た
い
の
は
右
の
改
宗
諸
国
に
流
れ
込
ん
で
い
る
ロ

1

マ
的
、
ケ
ル
ト
的
と
い
う
こ
つ
め
キ
リ
ス
ト
教
の
系
統

で
あ
る
。
こ
の
両
者
は
特
に
根
↓
A
e
的
に
対
立
し
叉
は
反
目
し
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
新
参
の
ロ
I
マ
的
布
教
者
は
先
輩
一
の
ア
J

ル

ラ
ン
ド
修
道
士
に
一
応
の
敬
意
を
払
い
、
新
地
の
伝
道
事
業
に
は
相
提
携
し
て
当
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
目
立
問
の
如
き
も
そ
の
著
、
「
教
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A 

会
史
」
の
中
の
随
所
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
修
道
士
に
並
々
な
ら
ぬ
尊
敬
の
意
を
一
示
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
そ
の
半
面
、
両
者
に
は
深
刻
な
相
異
点

が
あ
り
、
モ
れ
が
相
互
の
精
神
的
融
和
を
阻
害
す
る
原
因
と

K
り
、
延
い
f
h
は
今
後
の
J

ギ
リ
ス
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
発
展
に
重
大
な

支
障
を
来
す
憂
い
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
総
体
的
に
見
れ
ば
、

ケ
ル
ト
的
キ
リ
ス
ト
教
も
元
来
は
大
陸
か
ら
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
当
時

は
ロ

1

マ
教
喜一
の
権
力
は
未
だ
微
弱
で
あ
っ
て
、
そ
の
命
令
の
如
き
は
何
等
の
重
要
で
な
く
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
、
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
の
信
者

た
ち
は
自
由
に
エ
ジ
プ
ト
に
巡
礼
し
て
東
方
的
修
道
生
活
に
魅
カ
を
持
ち
、
直
接
こ
れ
を
模
倣
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
更
に

H
H

山
岳
即
ち
の
m
o
Z
に
は
山
岳
海
浜
な
ど
で
鍛
錬
し
た
頑
強
な
身
体
を
持
つ
も
の
出
多
く
、
そ
の
禁
欲
は
極
め

て
熱
心
厳
重
で
あ
っ
て
、

め
己
片
付
。
げ
江
田
神
宮

E
q
は
何
時
し
か
め
o
p
向。
z
o口
問
団
片
付

5
5
と
同
義
に
解
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
然
る
に
そ
の
後
異
教
徒
ア
ン

グ
ル
人
、
サ
タ
ソ
ン
人
、

ユ
I
F
人
な
ど
の
ブ
リ
グ
ニ
ア
侵
入
が
あ
り
、
大
陸
と
の
交
通
が
杜
絶
す
る
に
至
っ
て
彼
等
は
彼
等
な
り
に
自
己

の
生
活
に
適
応
し
た
特
殊
な
キ
リ
ス
ト
教
を
発
達
さ
せ
た
の
で
占
め
っ
た
内
(
げ
)

と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
大
陸
に
あ
っ
て
は
西
方
教
会
は
徐
々
に
教
皇
の
下
に
統
制
さ
れ
て
行
き
、
修
道
院
違
動
に
お
い
て
も
べ
、
ネ
デ
ィ
ク
ト

の
戒
律
の
如
・
き
温
和
な
而
も
綿
密
な
内
容
を
持
つ
も
の
が
普
及
し
、
一
そ
の
他
聖
職
者
の
守
る
ベ
台
典
礼
の
問
頴
、
間
札
制
、殺
任
浩
一
、
特
に
復
活

祭
の
日
取
り
な
ど
も
古
制
を
墨
守
す
る
ケ
ル
ト
流
と
は
次
第
に
相
違
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
て
そ
れ
ら
の
中
、
復
活
祭
の
日
取
り
決

定
が
最
大
の
問
題
と
し
て
採
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
、
復
活
祭
は
現
今
で
も
キ
リ
ヌ
ト
教
諸
祝
日
中
毎
年
月
日
を
変
更
す

る
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、

A
「
こ
れ
に
関
す
る
複
雑
な
数
学
的
理
由
を
解
明
す
る
に
は
特
に
尊
門
の
智
識
を
必
要
と
寸
る
が
、
之
を
要
す
る
に

ケ
ル
ト
流
と
離
も
元
は
ロ

I
マ
式
復
活
祭
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
少
く
と
も
、
五
世
期
中
頃
ま
で
は
何
等
の
衝
突
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

然
る
に
四
五
七
年
暦
法
の
改
正
に
伴
い
、
大
陸
で
は
以
前
の
日
取
り
を
変
更
し
た
も
の
が
実
施
さ
れ
初
め
た
コ
と
こ
ろ
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で

は
か
〉
る
新
制
度
を
知
ら
ず
、
父
祖
伝
来
の
日
取
り
を
襲
用
す
る
。
従
っ
て
現
実
的
に
は
両
者
夫
々
異
っ
た
祝
日
を
持
ち
、
外
部
か
ら
見
れ

ば
一
年
に
二
回
復
活
祭
が
行
わ
れ
た
か
の
如
き
奇
現
象
を
呈
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
が
最
も
目
立
っ
た
の
は
ノ

1
サ

ン
ブ
リ
ア
で
、
王
オ
ス

ウ
ィ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
教
育
さ
れ
た
為
に
旧
式
、
そ
の
子
〉
ロ
ユ
己
(
〉

E
片
岡
山
神
田
】
〉
は
ウ
ィ
ル
フ
リ
ド
の
薫
陶
を
う
け
て
新
式
と
し
う

有
様
で
あ
っ
た
っ
ケ
ル
ト
側
と
し
て
は
長
年
守
り
つ

Y
け
た
伝
統
を
棄
て
決
る
に
忍
び
ぬ
と
い
う
理
由
が
あ
り
、
反
対
側
と
し
て
は
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
人
は
キ
リ
ス
ト
教
の
統

一
を
妨
げ
、
教
皇
の
権
威
を
無
視
す
る
と
す
る
。
こ
う
し
て
両
者
の
対
立
が
表
面
化
し
た
時
、
オ
ス
ウ
ィ
の

召
集
命
令
に
よ
っ
て
ホ
ィ
ッ
ト
ピ
1
の
会
議
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
〉
な
っ
た
。

(
m
v
(
六
六
四
)
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さ』
M
X
宥
は
旧
名
盟
諸
問
ロ
σ岳
包
n
E
・
こ
の
地
に
は
当
時
学
識
人
格
に
お
い
て
令
名
あ
っ
た
修
道
女
出
子
世
の
主
宰
す
る
修
道
院
が
あ

り
、
会
場
は
こ
〉
に
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
際
ケ
ル
ト
派
の
主
な
る
も
の
は
、
リ
ン

J

ア
イ
ス
フ
ァ

1
ン
司
教
の
巳
包
函
P

エ
セ
γ

グ
ス
司
教
セ

ッ
ド
、
ノ

1
サ
ン
ブ
リ
ア
王
オ
ス
ウ
f

、当
一ホ
ィ
ッ
ト
ビ

I
修
道
院
長
ヒ
ル
ダ
な
ど
、
之
に
対
す
る
ロ

1
7
派
は
ウ

ェ
セ
ッ
ク
ス
司
教
お
」
ア
ギ

ル
パ
ー
ト
、
オ
ス
ウ
ィ
の
子
ア
ル
フ
リ
ド
及
び
新
に
登
場
し
た
ウ

J

凡
フ
リ
ド
で
あ
っ
た
が
、
闘
論
に
当
り
、
コ
ヰ
マ
ン
が
コ
ル
ン
パ
ヌ
ス

以
来
の
諸
先
輩
が
遵
奉
し
た
制
度
の
正
当
性
を
主
張
し
た
の
に
対
し
、
ウ
ィ
ル
フ
リ
ド
は
終
始
攻
勢
に
出
で
、
聖
ベ
テ
ロ
の
権
威
が
コ
ル
ン

バ
ヌ
ス
の
そ
れ
に
優
る
理
由
を
熱
弁
を
以
っ
て
説
き
、
そ
の
ベ
テ
ロ
の
葬
ら
る
〉
ロ

I
マ
に
お
い
て
、
更
に
イ
タ
リ
ア
、
ガ
リ
ア
は
勿
論
、
こ

の
極
西
の
頑
迷
な
る
ピ
ク
ト
入
、
ブ
リ
ト
ン
人
の
住
す
る
地
を
除
く
外
、
全
キ
リ
ス
ト
教
会
に
お
い
て
実
施
せ
ら
れ
お
る
新
制
の
正
し
き
所

以
を
力
説
し
、
最
後
に
オ
ス
ウ
ィ
王
の
決
定
を
経
て
ロ

1

7
派
の
勝
利
に
帰
し
た
。
(
却
)

然
ら
ば
こ
の
ウ
ィ
ル
フ
リ
ド
(
ヨ
ニ
E
E
L
-
示
。
)
は
如
何
な
る
入
物
で
あ
ろ
う
か
。
伎
は
ノ

I
サ
ン
ブ
リ
ア
の
産
、
少
年
時
代
オ
ス
ウ

ィ
の
宮
廷
に
あ
っ
て
王
后
開

E
2
E
m
の
寵
を
う
け
た
が
間
も
な
く
リ
ン
デ
ィ
ス
フ
ァ

1

ン
修
道
院
に
移
っ
て
修
行
し
た
。
然
し
同
院
に

お
け
る
ケ
ル
ト
的
な
諸
慣
習
に
対
し
て
伎
は
共
鳴
し
得
ず
、

コ
一年
後
こ
〉
を
去
っ
て
カ
ン
グ
ベ
リ
1
に
至
り
、
次
い
で
図
。
忠
告
♀
回
目

SHV

と
同
道
し
て
ロ

1

7
に
旅
し
、

教
皇
の
助
祭

(
目
。
げ

c
g
gロ
)
な
る
問
。
旦
官
立

5
の
弟
子
と
な
り
、

次
い
で
リ
ヨ
ン
に
滞
在
後
帰
国
し

た
。
そ
の
間
彼
は
ロ

I
マ
的
諸
制
度
及
び
ベ
、
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
戒
律
を
習
得
し
た
が
、
そ
の
学
識
才
能
は
当
時
箸
明
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
ア

ギ
ル
パ
ー
ト
の
推
薦
に
よ
っ
て
上
記
の
如
く
ホ
ィ
ッ
ト
ピ
イ
の
会
議
に
活
躍
し
た
次
第
で
あ
る
。
六
七
一
年
ウ
ィ
ル
フ
リ
ド
は
ア
ル
フ
リ
ド

の
命
を
う
け
て

MNG。
ロ
に
修
道
院
を
建
設
し
、
の

E
E
m
の
修
道
院
長
寸
ロ
ロ
ヴ

2
げ
仲
及
び
博
学
在
以
っ
て
知
ら
れ
た
の
ο巴
片岡
正
を
招

轄
し
た
が
、
こ
の
ケ
ル
フ
リ
ド
(
後
の
当

g
H目
。

5
P
Y
H一
宮
司
の
修
道
院
長
〉
は
同
院
の
司
祭
と
し
て
努
む
る
と
共
に
、
ケ
ン
ト
に
旅
行

し
て
修
道
生
活
の
実
際
を
修
得

L
ウ
ィ
ル
フ
リ
ド
補
佐
の
任
を
全
う
し
て
い
る

oa)
ケ
ン

ト
は
上
記
の
如
く

?
1
7
的
制
度
の
中
心
地
、

而
も
同
地
の
修
道
院
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
直
系
の
も
の
が
絶
対
多
数
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
ウ
ィ
ル
フ
リ
ド
の
リ
ボ
ン
の
修
道
院
に

お
い
て
も
間
も
な
く
ベ
、
不
デ
ィ
ク
ト
の
戒
律
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
〉
な
っ
た
。

(n)

か
く
の
如
く
、
の
め
]
立
の
め
r
z
m片
山
口
三
宅

の
牙
技
で
あ
る
ノ

I
サ
ン
ブ
リ
ア
が
遂
に
ロ

1

マ
的
キ
リ
ス
ト
教
の
制
度
を
採
用
す
る
結
果
と

な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ

の
為

コ
ル
マ
ン
司
教
は
辞
任
し
て
郷
里
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
に
帰
り
、
凶
ピ
阿
佐

が
こ
れ
に
代
っ

た
。
チ

ュ
I
グ
は

勿
論

E
式
の
復
括
祭
、
脳
天

の
剃
髪
を
行

っ
た
が
、
之
を
要
す
る
に
、
か
〉
る
大
転
向
を
可
能
な
ら
し
め
た
の

は
ベ
、
不
デ
ィ

グ
ト
修
道
士
ウ

九
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。

ィ
ル
フ
リ
ド
そ
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
。

尤
も
我
々
は
、
こ
れ
を
機
会
と
し
て
ケ
ル
ト
的
修
道
士
が
ブ
リ
グ
エ
ア
か
ら
一
掃
さ
れ
た
と
か
、
ケ
ル
ト
的
な
禁
欲
主
義
が
跡
を
絶
っ
た

と
か
と
簡
単
に
想
像
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
今
後
、
少
く
と
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
は
二
派
が

同
等
の
勢
力
を
以
っ
て
並
立
す
る
こ
と
は
許
き
れ
ず
、
次
第
に
ロ

1
マ
的
制
度
を
採
り
入
れ
、
又
修
道
生
活
に
は
ベ
、
不
デ
ィ
ク
ト
の
戒
律
を

基
準
と
す
る
方
向
へ
進
み
つ
L
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
へ
ば
当
一
時
の
宗
教
界
の
著
名
人

n
Z
Fげ
2
H
(。・

2
3
の
生
涯
な
ど
を
見
て

も
こ
れ
が
明
か
に
現
れ
て
い
る
。
カ
ス
パ
ー
ト
が
初
め
て
宗
教
心
を
懐
い

た
の
は
六
五

一
年
に
リ
ン
デ
ィ
ス
フ
ァ
I
ン
の
司
教

krsmHH
の

幻
影
を
見
た
時
で
あ
る
が
、
暫
時
兵
士
と
し
て
活
動
後
、
同
州

HAm
を
院
長
と
す
る
冨
巳

H
2
0
の
修
道
院
に
入
っ
た
。
と
こ
ろ
が
リ
ボ
ン
の

修
道
院
が
創
引
摂
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
エ
ア
グ
を
含
む
数
名
の
修
道
士
が
こ
L

に
移
住
し
た
時
カ
ス
パ
ー
ト
も
こ
れ
に
加
わ
る
一
人
で
あ
(

た
が
彼
等
は
メ
ル
ロ

1
ズ
時
代
の
戒
律
を
用
い
諸
制
度
す
べ
て
旧
式
を
襲
用
し
た
の
で
ア
ル
フ
リ
ド
王
は
之
を
喜
ば
ず
、
佐
一
等
を
元
の
メ
ル

ロ
1
ズ
に
返
し
、
代
っ
て
前
記
ウ
ィ
ル
フ
リ
ド
が
来
院
し
て
建
設
を
完
成
し
初
代
の
院
長
と
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。
こ
の
経
歴
に
よ
っ
て
カ

ス
パ
ー
ト
は
ケ
ル
ト
的
制
度
の
中
に
育
ま
れ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
然
る
に
ホ
ィ
ッ
ト
ピ
バ
の
会
議
後
ケ
ル
ト
式
が
一
般
の

支
持
を
失
う
よ
う
に
な
る
と
エ
ア
グ
、
カ
ス
パ
ー
ト
は
直
ち
に
新
制
を
採
用
し
、
更
に
カ
ス
パ
ー
ト
は
エ
ア
グ
の
命
を
う
け
て
リ
ン
デ
，
ス

フ
ァ
I
ン
に
お
い
て
根
気
よ
く
新
制
更
を
教
育
し
た
の
で
あ
っ
た
。
〈
ぜ

か
〉
る
旧
制
か
ら
新
制
へ
と
い
う
時
代
の
動
き
営
利
用

L
て
イ
ギ
リ
ス
の
キ
リ
ス
ト
教
に
巧
ム
六
統
一
政
策
を
実
施
し
た
の
が
大
司
教

、H，
F
g仏。
HO(在
聴
一
六
六
八
|
六
九

O
〉
で
あ
っ
た

o
p
&
ω

の
記
載
す
る
と
こ
ろ
を
要
約
す
れ
ば
、
(
戸
開
-L
ア

C
「
第
六
代
の
カ
ン
グ
ベ
リ

司
教
り
ぬ
己
丘
o
a
x
死
し
、
ケ
ン
ト
王
同
町
制
ヴ
⑦

HHw
ノ

I
サ
ン
ブ
リ
ア
王
オ
ス
ウ
ィ
の
二
人
が
宅
百

rhwE
な
る
司
祭
を
ロ

1
7
に
派
し
て
后

1
任
を
求
め
一た
。
教
皇
〈
立
巳
日
間
口
は
カ
ン
パ
エ
ア
の
ナ
ポ
リ
に
程
遠
か
ら
ぬ

Z
町
広
宮
口
目
。
ロ

2
2
H可
(
E
E
O口問
一切吉岡山
C

出
町
民
知
ロ
p

b

y

Z
山片足∞

HHO)
に
い
る
出
色
ユ
∞
ロ
を
推
す
。
ハ
ド
リ
ア
ン
は
自
ら
そ
の
任
に
非
ざ
る
を
告
げ
近
く
の
女
子
修
道
院
長
〉

E
2
4『
を
推
薦

す
る
。
然
る
に
ア
ン
ド
リ
ュ

1
は
病
弱
で
不
可
能
と
な
っ
た
た
め
ハ
ド
リ
ア
ン
は
改
め
て
ロ

1

マ
の
修
道
士
テ
オ
ド
l
ル
を
推
挙
し
た
。
テ

オ
ド

1
ル
は
『
キ
リ
キ
ア
の
グ
ル
ス
ス
の
産
、
ギ
リ
シ
ア
語
及
び
ラ
テ
ン
語
に
て
世
俗
的
学
問
並
び
陀
神
学
の
教
育
を
う
け
た
品
性
高
潔
品
川

土
l
ロ
卑
号

、同
町
民
的
。
白
山

H
E
m
o
-
-
H
2
8
0
n巳
∞
江

2
2
1
3
E
O
B
Z
5
2
の
E
0
2
rJ浮
2
2
5
2
U片山口
0・
HV吋
$

5

2
2
5戸
田
:
・
』
で
当
年
六
十
六
才
で
あ
っ
た
。
教
阜
一
一
は
ハ
ド
リ
ア
ン
が
テ
オ
ド
ー
ル
と
同
道
し
て
慢
英
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
之
を
認
め
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た
。
そ
れ
は
ハ
ド
リ
ア
ン
が
旅
行
に
経
験
が
あ
る
こ
と
、
又
テ
オ
ド
ー
ル
が
今
後
主
宰
す
べ
き
教
会
に
お
い
て
『
ギ
リ
シ
ア
人
の
習
慣
に
よ

り

1
1
lE
C言
。
同
幻
2
0
2月
i
l
l
』
真
の
信
仰
に
一
反
-
せ
ぬ
よ
う
助
言
せ
し
め
る
た
め
で
あ
る
o
」
と
あ
る
o
v
」〉

に
云
う
ギ
リ
シ
ア
人
の
習
慣

と
は
東
方
修
道
院
(
或
は
}
吉
田
町
】

g
ロ

E0322HUN)
の
慣
習
を
賢
一
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
執
れ
に
ぜ
よ
殺
が
ベ
、
不
デ
ィ
ク

ト
修
道
院

の
出
身
で
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
然
し
叉
そ
の
故
に
ケ
ル
ト
的
制
度
に
対

L
偏
見
を
懐
く
こ
と
な
く
冷
静
着
実
に
宗

教
問
題
を
処
理
し
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。

テ
オ
ド
ー
ル
に
は
非
凡
な
政
治
的
才
能
が
あ
り
、
且
、
教
皇
の
命
を
う
け
て
赴
任
し
た
自
己
の
軍
資
を
感
じ
て
い
た
の
で
、
就
任
後
、
従
来

と
か
ぐ
分
立
の
傾
向
あ
る
J

ギ
リ
ス
の
司
教
管
区
を
整
理
し
つ
L
徐
々
に
こ
れ
を
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
司
教
の
下
に
服
属
せ
し
め
、
か
〉
る
統

制
化
の
う
ち
に

P
I
マ
的
諸
制
度
の
励
行
普
及
を
は
か
っ
た
。
即
ち
六
七
三
年
同

2
広
2
己
に
宗
教
会
議
を
開
き
、
開
P
2
〉
β
己
目
白
司
教

目
的
r
ノ

I
サ
ン
ブ
リ
ア
司
教
(
ウ
ィ
ル
フ
リ
ド
)
の
代
理
、
ケ
ン
ト
の
司
教
司
王
g
w
ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
司
教
何
日

0
5げ
2
E
m
w
マ
I
シ
ア

司
教
巧
古
片
H
E
ち
召
集
し
て
不
一
規
復
活
祭
の
遵
車
、
司
教
相
互
の
不
干
渉
、
司
教
の
修
道
院
干
捗
厳
禁、

毎
年
八
月
一
日
に
の

H
C
2
m
r。

(
ぎ
に
て
宗
教
会
議
を
開
く
こ
と
な
ど
せ
決
定
し
た
。
次
い
で
六
八

O
年
テ
オ
ド

1
ル
は
出
丘
b
o
E
に
宗
教
会
議
を
聞
い
て
諸
司
教
と
会

合
し
今(
こ
の
事
実
は

∞
E
P
出
・
同
-
-
-
ア
コ
に
記
さ
れ
て
あ
る
が
司
教
名
は
な
い
)
、
過
走
大
陸
に
お
い
て
聞
か
れ
た
諸
宗
教
会
議
の
決

議
を
確
認
し
て
今
後
も
の
民
げ
色
一
江
田
自
を
堅
持
す
る
こ
と
を
誓
っ
た
。
当
時
東
方
教
会
に
あ
っ
て
は
何
回
同
片
山
吉
宮
凶
田
の
一
件
一
論
が
拾
頭

L
、

と
か
く
多
事
で
あ
っ
た
に
拘
ら
ず
、
当
イ
ギ
リ
ス
教
会
で
は
か
〉
る
扮
乱
に
患
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
統
一
の
突
が
挙

っ
た
の
は
如
上
の
テ
オ

ド
I
ル
の
手
腕
の
結
果
で
あ
っ
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

こ
う
し
て
七
世
紀
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
キ
リ
ス
ト
教
は
の
巴
片
山
の
め
ゲ
ユ

2
Z
Eミ
の
持
つ
地
盤
に
大
な
る
変
動
を
与
え
る
こ
と
な
く
、

而
も
巧
に
そ
の
慣
習
を
ロ

I
マ
的
な
も
の
に
置
換
せ
し
め
つ
〉
全
教
会
を
統
一
し
て
い
る
。
テ
オ
ド

1
ル
の
時
代
に
は
マ

I
シ
ア
も
∞
c
E
E

∞出
M

向
。
ロ
由
即
ち
サ
セ
ッ
ク
ス
も
共
に
信
仰
に
入
っ
た
か
ら
今
や
遂
に
全
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
教
会
が
尚
一
歩
調
を
取
る
よ
う
に
な
り
、
云
わ
ば

こ
〉
に

Z
m一
昨
日
。
ロ
包
め
ゲ
ロ

2
3
が
成
立
す
る
こ
と
乙
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
的
統
一
は
八
二
八
年
ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
に
よ
っ

て
成
就
さ
れ
る
が
宗
教
的
統
一
は
既
に
一
世
紀
半
前
の
七
世
紀
後
半
期
に
完
成
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
か
L

る
大
事
業
を
敢
行
し
得
た
所

以
は
テ
オ
ド

I
ル
の
優
れ
た
政
治
力
に
よ
る
と
は
云
え
、
過
去
約
七
、
八
十
年
間
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
渡
来
以
後
、
大
陸
の
(
ロ

1

7
の
)

制
度
を
体
し
て
活
躍
し
た
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
士
の
功
績
を
見
逃
す
こ
と
は
出
来
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
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け
れ
ど
も
以
上
の
経
過
か
ら
推
し
て
直
ち
に
当
時
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
べ
ネ
デ
f

ク
ト
修
道
会
(
所
謂
O
・

s
-
B
)
の
活
動
が
積
極
的

で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
戒
律
そ
の
も
の
と
イ
ギ
リ
ス
教
会
の
統
一
と
は
何
等
の
関
連
を
持
っ
て
い
な
い

し
、
叉
こ
の
戒
律
に
従
っ
て
生
活
す
る
者
と
難
も
O
・

s
-
Bの
一
員
と
し
て
の
明
確
な
自
覚
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
も
、と
よ
り
ロ
ー

マ
的
、
大
陸
的
な
諸
制
度
が
年
を
追
う
て
輸
入
さ
れ
る
に
つ
れ
て
こ
の
島
に
お
け
る
修
道
院
生
活
に
も
大
陸
に
お
い
て
既
に
広
布
し
つ
〉
あ

る
ベ
ネ
デ
J

ク
ト
の
戒
律
が
最
も
適
切
な
も
の
と
見
倣
さ
れ
る
に
至
っ
た
で
あ
ろ
う
。
か
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
渡
来
以
後
間
も
な
く
カ
ン

グ
ベ
リ
1
に
設
立
さ
れ
た
「
聖
ペ
テ
ロ

及
び
聖
ポ
I
ロ
の
修
道
院
」
は
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
院
で
あ
り
、
そ
の
院
長
ハ
ド
リ
ア
ン
の
弟
子

〉

EHM巳
E
が
西
方
冨
己

B
gぴ
己
弓
修
道
院
(
六
七
五
年
院
長

と
な
る
)
に
こ
の
生
活
法
を
伝
え
、
叉
ベ
ネ
デ

J

ク
ト
・
ピ
ス
コ

γ

プ
が
ウ
ィ

I
マ
ス
及
び
ジ
ャ
ロ

I
に
建
て
た
修
道
院
に
も
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
戒
律
が
行
わ
れ
、
更
に
上
記
の
如
く
ウ
ィ
ル
フ
リ
ド
の
如
き
も
同
戒
律
の
普

及
を
つ
と
め
る
と
い

っ
た
よ
う
に
、

当
時
の
宗
教
界
の
大
立
物
は
、
殆
ん
ど
す
べ
て
ベ

、不
デ
ィ
ク
ト
の
戒
律
と
何
ら
か
の
関
係
を
持
っ
て
ト

る
。
唯
当
時
(
八
世
紀
)
の
代
表
的
教
会
史
家
(
思
丘
凶
の
如
き
)
は
修
道
院
創
立
者
の
人
格
、
神
秘
的
行
為
、
遺
骸
の
持
つ
奇
蹟
な
ど

に
眼
を
奪
わ
れ
て
修
道
生
活
の
実
状、

様
式
、
規
律
な
ど
に
は
全
く
興
味
な
く
、
同
戒
律
を
採
用
し
た
過
程
の
如
き
は
記
載
し
て
い
な
い

か
ら
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
詳
細
を
知
り
得
ぬ
の
は
遺
憾
で
あ
る
が
.
こ
れ
ら
主
要
人
物
が
ベ
ネ
デ
バ
ク
ト
の
戒
律
を
知
っ
て
い
た
以
上
、

彼
紘
一
寸
の
修
道
院
に
は
当
然
こ
れ
が
実
施
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
叉
事
実
に
お
い
て
こ
の
時
代
に
新
院
を
設
け
る
際
、
極
端
に
ま
で
禁
欲
的
な

ケ
凡
ト
的
(
例
え
ば
コ
ル
ン
パ
の
)
戒
律
よ
り
も
温
和
に
し
て
行
き
届
い
た
内
容
を
持
つ
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
戒
律
の
方
が
、
少
く
も
J

ン
グ

ラ
ン
ド
に
お
い
て

は
好
ま
し
か
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
と
は一玄
え
こ
れ
ら
ベ
、
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
院
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
は
、
か
の
中
世
中

期
に
強
固
な
団
結
カ
を
持
ち
、
一
般
社
会
に
対
し
て

は
勿
論
の
こ
と
、
教
会
に
対
し
て
も
特
殊
な
権
威
を
以
っ
て
臨
ん
だ
所
謂

O
・

s
-
B

の
修
道
院
と
は
か
な
り
趣
を
異
に
し
て
い
る
。
当
一時
の
彼
紘
一寸
は
ベ
、
不
デ
ィ
ク
ト
の
戒
律
を
採
用
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
を
絶
対
的
な
も
の
と
し

こ
れ
に
背
か
ざ
る
よ
う
常
に
己
れ
を
律
し
て
い
た
程
で
は
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
例
へ
ば
か
の
ウ
ィ

1

7
ス
、
ジ
ャ
ロ

1
の
修
道
院
は
史

上
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
院
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
叉
そ
の
院
長
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ピ
ス
コ

y

プ
は
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
戒
律
の
奨
励
者
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
が
、
事
実
に
お
い

て
は
彼
は
過
去
十
七
の
修
道
院
を
歴
訪
の
結
果
、
そ
の
経
験
に
基
き
自
ら
一編
纂
し
た
戒
律
を
弟
子
に
履
行
せ

し
め
、
唯
重
大
事
例
え
ば
院
長
選
出
な
ど
に
際
し
て
は
ベ
、
ネ
デ
ィ
ク

ト
の
戒
律
を
用

い
た
に
止
っ
た
よ
う
で
あ
る
(
お
も
従
っ

て
当
時
の

ベ

ネ
デ
f

ク
ト
修
道
院
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
も
、
そ
の
精
神
と
日
常
の
訓
練
と
に
お
い
て
后
世
の
そ
れ
と
は
か
な
り
の
距
り
が
あ
っ
た
と
考
え
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以
上
の
事
実
に
併
行
し
て
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
に
は
学
問
研
究
の
著
し
い
進
展
が
認
め
ら
れ
る
が
、

密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る

3

こ
れ
に
も
ベ
、
不
一
ア
ィ
ク
ト
修
道
院
は

て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
然
し
こ
の
こ
と
は
却
っ
て
叉
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
宗
教
界
に
お
け
る
教
会
と
修
道
院
と
の
特
殊
な
関
係
を
一
干
し
て
い

る
。
教
会
と
修
道
院
と
は
常
に
交
渉
が
あ
り
、
修
道
士
が
聖
職
者
に
転
出
し
て
行
く
例
は
大
陸
に
お
い
て
屡
可
児
う
け
ら
れ
る
現
象
で
あ
る

が
、
一

mも
両
者
は
各
々
明
瞭
に
異
っ
た
分
野
に
ーあ
り
、
異
っ
た
任
務
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
相
異
は
そ
の
回
発
点
に
お
け
る
夫
々
の
意
欲
の

相
異
に
原
因
す
る
の
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
あ
っ
て
は
両
者
の
境
界
線
は
さ
ほ
ど
鮮
明
で
は
な
い
。
こ
れ
は
当
初
に
お
い
て
ア
ウ
グ
ス
テ

ィ
ヌ
ス
そ
の
人
が
嘗
つ
て
は
世
俗
的
な
ロ

1

7
人
か
ら
隔
離
さ
れ
た
修
道
生
活
を
し
て
い
た
に
拘
ら
、
ず
、
渡
英
後
は
布
教
を
第
一
の
目
標
に

か
〉
げ
、
戒
律
に
よ
る
禁
欲
的
な
生
活
を
強
制
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
つ
と
め
て
多
く
の
信
者
を
獲
得
す
る
こ
と
に
力
を
注
い
だ
た
め
と
思

わ
れ
る
。
そ
う
し
て
ア
ウ
グ
ス
一
ア
ィ
ヌ
ス
の
配
下
に
あ
っ
て
専
ら
聖
職
を
奉
じ
司
教
に
任
ぜ
ら
れ
た
者
と
雄
も
、
単
に
修
道
的
な
共
同
生
活

に
の
み
投
頭
す
る
こ
と
な
く
、
自
ら
は
一
般
信
者
と
は
異
っ
た
修
道
的
な
自
制
を
行
い
つ
〉
も
(
ぎ
、
信
徒
と
の
密
接
な
連
絡
を
忘
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
夫
だ

FHHCOE巳
∞

3
2
5
が
大
陸
の
如
く
発
達
し
な
し
た
め
に
管
区
内
司
祭
が
行
う
べ
き
宗
教
事
務
で
さ
へ

も
司
教
が
行
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
(
さ
に
も
原
因
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
要
す
る
に
イ
ギ
リ
ス
で
は
修
道
院
が
教
会
と
対
立
の
形
を

と
る
こ
と
が
殆
ん
ど
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
o
尤
も
こ
の
時
代
、
修
道
院
は
イ
ギ
リ
ス
各
地
に
続
々
と
建
設
さ
れ
、
特
に
女
子
の
主
宰
す
る
男

女
共
同
修
道
院
、
所
語
。
。
己
ず

ZBAUDω
浮
号
、
が
多
数
あ
っ
た
こ
と
は
大
陸
と
比
較
し
得
る
顕
著
な
特
色
だ
あ
る
が
、
但
し
当
時
イ
ギ
リ
ス

に
お
い
て

E
。ロ

2
8『
E
E
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
は
必
し
も

B
S
R何
回
口
切
を
以
っ
て
構
成
す
る
特
殊
な
集
団
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、

こ
れ
が
次
第
に
司
自
由
岳
の
げ
己
宮
町
と
し
て
民
衆
と
関
係
を
持
つ
方
向
に
進
ん
で
行
く
場
合
も
あ
っ
た
。
か
の

EM1HH20♂

E
E
m宮
司
な

る
語
が
一
元
は

E
Cロ
8
2号
と
同
意
義
で
あ
っ
た
の
に
、
遂
に
の

E
E
E
H巳
の
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
の
地
の
歴
史
を
見
れ
ば
両

者
の
関
係
は
自
ら
推
察
さ
れ
る
と
思
う
。
か
く
の
如
く
イ
ギ
リ
ス
の
修
道
院
が
反
社
会
的
隔
離
的
な
性
格
を
持
た
ず
、
教
会
と
不
可
分
の
関

係
に
ふ
め
っ
た
こ
と
は
、
当
時
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
士
を
し
そ
ケ
ル
ト
的
教
会
と
カ
ト
リ
ッ
ク
的
教
会
と
の
統
一
と
い
う
極
め
て
困
難
な
る

事
業
を
さ
ほ
ど
の
波
潤
を
起
・
す
こ
と
な
く
遊
行
し
得
た
重
要
な
原
因
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
ι
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四

当
時
の
P
A

ギ
リ
ス
の
学
問
に
は
二
つ
の
系
統
が
あ
っ
た
。
一
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
学
者
た
ち
の
研
究
が
イ
ギ
リ
ス
に
紹
介
さ
れ
ア
ン
グ
ロ

・
サ
ク
ソ
ン
人
に
吸
収
さ
れ
て
行
く
径
路
で
、
他
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
以
後
大
陸
の
文
化
が
続
々
と
輸
入
さ
れ
て
行
く
径
路
で
あ
る
。
然

し
こ
の
両
者
聞
に
特
に
対
立
や
論
争
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
前
者
が
次
第
に
後
者
に
席
を
譲
り
遂
に
は
統
一
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
文
芸
と

し
て
新
し
い
展
開
を
示
す
の
で
為
っ
て
、
こ
の
大
陸
系
文
化
が
積
極
的
活
動
を
開
始
す
る
の
は
七
世
紀
の
中
棄
と
考
え
ら
れ
る
'
。
そ
れ
は
こ

の
頃
ま
で
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
諸
王
国
は
政
治
的
な
対
立
抗
争
を
く
り
か
え
し
て
い
た
が
、
そ
の
中
最
も
勇
猛
で
あ
っ
た
の
は
異
教
徒
マ

I
シ
ア
王
ベ
ン
ダ
で
、
当
∞
浮
∞
ω
M
C
ロ
タ
冨
広
告
。
〉
ロ

mzg
官
従
え
、
特
に
熱
心
な
キ
リ
ス
ト
信
仰
を
持
つ
ノ

1
サ
ン
ア
リ
ア
に
屡
々
侵
入

し
℃
脅
威
を
与
え
、
聖
者
と
称
せ
ら
れ
る
ノ

1
サ
ン
ブ
リ
ア
王
オ
ス
ワ
ル
ド
は
六
四
一
一
年
に
ベ
ン
グ
の
侵
露
を
う
け
冨
8
2
2巳
己
で
戦
死

し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
ベ
ン
ダ
が
六
五
四
年
(
又
は
六
五
五
)
ノ

1
サ
ン
プ
リ
ア
王
オ
ス
ウ
ィ
(
方
ス
マ
ル
ド
の
弟
)
と
戦
っ
て
陣
段

し
た
後
、
上
記
の
如
く
信
仰
に
入
っ
て
い
た
そ
の
子
ベ
グ
は
り

ZEω
を
第
一
代
の
司
教
に
任
命
し
(
司
教
座
は
以
後
三
代
を
経
て
の
げ
包

の
時
ピ
の
毘
芯

E
に
確
定
)
、
更
に
呂

E
g
E
w
B
2
8己
即
ち

F
笹山『

g
H
g
mげ
に
修
道
院
を
起
し
、

ωωu門
戸
回
目
を
そ
の
院
長
に
任
じ
た
。

マ
I
シ
ア
の
こ
の
改
宗
は
全
イ
ギ
リ
ス
を
一
応
平
和
に
向
わ
し
む
る
効
果
を
持
ち
、
こ
〉
に
学
芸
発
達
の
途
が
聞
か
れ
る
こ
と
〉
な
っ
た
わ

け
で
あ
る
。

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
渡
来
以
後
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
に
ど
の
程
度
の
学
問
研
究
が
行
わ
れ
た
か
は
全
く
知
り
符
な
い
が
、
そ
の
学
風
が
、

開
器
片
〉
ロ
吃
百
に
伝
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
回
。
内
宮
の
記
述
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
同
国
で
は
六

三
一
年
ご
ろ

2
m
oヴ
0
2
が

王
位
に
つ
い
た
が
、
王
は
さ
き
に
即
位
前
フ
ラ
ン
ス
に
い
た
時
既
に
そ
の
地
で
洗
礼
を
う
け
た
熱
心
な
信
者
で
あ
っ
た
の
で
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
の
聖
僧

E
H
H
m
q
の
た
め
に
上
記
の
如
く
の
口
。
ず
H
M
2
2ヴ
HRm
に
修
道
院
を
建
て
、
叉
晩
年
退
位
後
、
自
ら
∞
旦
立
の
げ
担
当
日
吾
(
后
の

回口同一可

2
・
何
色
自
己
ロ
ふ
る
修
道
院
に
入
っ
て
剃
髪
し
修
道
士
と
し
て
の
修
行
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
同
玉
は
出
立
"
に
よ
れ
ば
、
「
伎
は
少
年

た
ち
が
学
聞
を
教
は
る
た
め
に
学
校
を
設
立
し
、
ケ
ン
ト
か
ら
招
謄
せ
る
明
巳
広
司
教
よ
り
援
助
を
う
け
、
叉
彼
(
フ
エ
リ
ッ
ク
ス
U

は
ケ

ン
ト
人
の
慣
習
に
よ
る
教
育
者
た
ち
学
者
た
ち
を
彼
等
に
与
へ
た
り

(ω
釘
σ
2
2
:
;
:宮
卑
ロ
ロ

X
R
V。
E
E
Z
Dロ
ω
ヲ
H
2四
日
間
件
。
江
田

2
E色
HOPZH
ニ
ロ

dHHD古
田

0
8広
003
窓
口
の
ぬ
き
ぬ

E
含
わ
き
片
山
向
岱
円
の
ぬ
句
。

5
7
0広
告

O
B
E
m
m
Cぬ
a
m
o
E
m
m
Z
H
S
]
S
Z

E
R
O
B
の
き

Z
向
日
。

E
E
H
V
H
S
σ
O
E
O
-
)
出
・
白
・
一
ア

5
・

℃

-
Eご
と
い

う
。
こ
の
学
校
は
恐
ら
く
司
教
座
の
あ
っ
た
ロ
百
三
の
げ
に
設

置
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
要
す
る
に
こ
の
頃
か
ら
大
陸
風
の
学
聞
が
ケ
ン
ト
を
源
と
し
て
次
第
に
広
範
囲
に
広
ま
あ
ん
と
し
つ
〉
あ
っ
た
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こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
後
前
記
の
如
く
マ
I
シ
ア
の
改
宗
が
あ
り
、
次
い
で
テ
オ
ド
ー
ル
が
カ
ン
グ
ベ
リ
1
の
大
司
教
と
な
り
(
六
六
八
)
、
ハ
ド
リ
ア
ン
が

之
を
輔
佐
し
た
頃
、
大
司
教
の
威
令
は
全
イ
ギ
リ
ス
に
及
び
、
同
時
に
カ
ン
グ
く
リ
I
の
学
芸
は
未
だ
曾
つ
て
な
き
隆
盛
期
を
現
出
す
る
の

で
あ
る
。
∞

amは
云
う
、
「
而
し
て
-二
人
(
テ
オ
ド
ー
ル
と
ぐ
ド
リ
ア
ン
)
は
神
学
に
も
世
俗
の
諸
学
に
も
共
に
深
き
教
養
を
身
に
つ
け

て
居
た
れ
ば
、
群
な
す
弟
子
た
ち
を
集
め
、
有
益
な
る
知
識
の
川
は
彼
等
の
心
を
潤
す
た
め
に
日
々
流
れ
出
た
り
。
更
に
叉
彼
等
は
聖
な
る

文
書
と
共
に
、
作
詩
法
、
天
文
学
、
教
会
数
学
な
ど
の
教
育
を
彼
等
の
聴
講
者
(
弟
子
た
ち
)
に
伝
へ
た
り
。
彼
等
一
の
弟
子
の
う
ち
に
、
ラ

テ、
J

語
と
ギ
リ
シ
ア
語
と
を
母
国
語
と
同
様
に
知
る
も
の
今
日
に
至
る
ま
で
生
存
し
居
る
は
そ
の
証
左
な
り
。
(
】
凶
仲

β

己
目
白
ロ
古
江
田

8
1

2
広
田
山

E
己

2
g
o
g
H耳
目
吉
田
へ

-
J
m
σ
E
E
3
2
H
E
H
E
O
H
h
g
#
E
2
2
a
-
。
c
o
m
H
n
m
E
m
E
m
o苦
ロ
目
。

2
5
2
5
コP
2
日
1

0戸片山内
HOm向日己
45H山由。己。片山門出。]己ロロ九回目ロ
ω
日HH日ぬ
ωロ
門
出
目
。
。
円
己
}
口
口
の

CH円ロヴ戸田
OHHM釦ロ
ωσω
ロ片日山

45
ロ
件
。
片
山
仰
向
回
口

HOHH山の
mO
凶同片山田唱。田伸一円。

g
E
E
O
(
P
Y
H
H回目円。口。
E
r
g
)
ぬ
け
〉
同
町
民
】
目
立
山

g
o
開
2
-
g目
白
田
片
山
内
出
。
。
日
明
。
目
立
山
口

ω自
由

E
O
H
8
2
0
2
5
8日
2
5
4
0
E
E吉
凶

∞
回
目
白
川
吉
弘
広
。
立

σ
5
8
E
E【

凶

O
H
O
E
-
F己
目
立
。
。
回
同

D
g仏
ロ

Z
戸
め
げ

0
2
0
田口旬。

H
g
E
ふ

0
8
2
5
2
R山
口
己
目
的
凶
門
官
門
戸
詳
山
口

ω自

の
B
O
S
E
A
S
-目
指
ロ

ω
g
m
o
D
Z
O
C仲
間
肖
。
胃

E
E
Z
D
H
M
m
D
m昨日明ロ
Ew
ロ
ミ
ロ
ロ
グ
)
戸
開

-w-ア
N
・
匂

-
H寸

A
F

・
」
と
の

こ
の
よ
う
な
盛
祝
は
恐
ら
く
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
以
外
の
地
に
お
い
て
も
見
う
け
ら
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
例
え
ば
〉

E
げ
巴

5

2・
403

は
初
め
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
修
道
士
宮
包

E
己
同
の
設
立
し
た
修
道
院
(
即
ち
宮
巴

Egσ
ロ
弓
の
)
の
学
校
で
教
育
を
う
け
た
が
、
次
い
で

カ
ン
グ
ベ
リ
I
に
来
り
ハ
ド
リ
ア
ン
(
妻
。
ヘ
テ
ロ
及
び
翠
ポ
l

ロ
の
修
道
院
長
〉
の
下
で
研
学
し
た
後
、
再
び
己
れ
の
出
身
地
マ

1
ム
ズ
ベ
リ
ー

に
帰
り
、
ョ
.。
E
O
及
び
切
一
円
白
色
。

E
1
0ロ
lkrJHOロ
に
支
院
を
起
す
と
共
に
、
こ
の
マ

1

ム
ズ
ベ
リ

l
修
道
院
の
学
校
経
営
に
最
善
の
努
力
を

払
っ
て
い
る
。
(
六
七

0
年
代
の
初
開
院
長
と
な
る
〉
伎
は
当
代
最
高
の
学
識
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
こ
の
学
校
に
も
多
数
の
青
少
年
が

集
り
来
り
そ
の
薫
陶
を
受
け
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
北
英
に
お
い
て
は
切
。
ロ
邑
目
立
回
目

m
g
u
(仏・

3
3
の
活
躍
が
認
め
ら
れ
る
。

伎
は
一
冗
ノ
I
サ
ン
ブ
リ
ア
王
室
の
臣
で
あ
る
が
、
ロ

1
7
に
第
二
回
目
の
遊
学
後
南
仏
門
町
立
ロ
日

(FOHZEHH)
で
修
行
し
こ
〉
で
剃
髪
を
う

け
℃
亙
規
の
修
道
士
と
な
っ
た
(
六
六
五
ど
ろ
)
0

こ
の
レ
ラ
ン

ス
の
修
道
院
は
六
六
一
年
頃
旨
∞
己
片
が
ベ
ネ
デ

J

ク
ト
の
戒
律
を
採
用
し

て
い
る
か
ら
五
)
披
は
当
然
ベ
、不
デ
ィ
ク
ト
修
道
士
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
可
後
、
か
の
カ
ン
タ

ベ
リ
ー
大
司
教
に
補
せ
ら
れ
た
テ

オ
ド
1

ル
及
び
ハ
ド
リ
ア
ン
に
従
っ
て
帰
英
L
、
直
ち
に
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
の
聖
ベ
テ
ロ

及
び
聖
ボ
ー
ロ
修
道
院
長
と
な
り
二
年
間
過
し
(
そ

一
吉
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一六

の
后
任
が
ハ

ド
3

ア
ン
)
、
又
も
や
ロ

1
7
に
旅
し
南
仏

〈
芯
ワ
ロ
∞
に
も
立
寄
り
多
数
の
宗
教
舎
を
或
は
購
入
し
或
は
寄
贈
さ
れ
て
帰
っ
た
。
六

七
四
年
郷
里
ノ

I
サ
ン
プ
リ
ア
に
戻
り
王
同
ぬ
伊
豆
(
開
の
ぬ
F
Xど
か
ら
君
。
白
河
口
即
ち
宅
2
H
H
4
5
5
E
に
土
地
を
得
て
、
未
だ
J

ギ
リ

ス
に
は
な
か
っ
た
石
工
、
硝
子
工
を
ガ
リ
ア
か
ら
押
き
壮
大
な
聖
ベ
・
ア
ロ
修
道
院
を
建
立
し
、
次
い
で
ロ
1
7
に
不
十
一
り
書
籍
、
使
徒
殉
教
者

の
遺
品
、
聖
母
使
徒
の
聖
像
な
ど
を
多
数
持
参
し
た
上
、
教
皐一

〉
ぬ
忠
目
。
か
ら
同
院
、
が
外
部
よ

り
永
久
に
侵
題
さ
れ
ざ
る
特
権
を
受
け
、
且

ロ
I
マ
的
教
会
礼
拝
法
を
習
得
せ
ん
た
め
聖
ペ
ア
ロ
教
会
の
自
の
げ
の
げ
∞
己
2-
な
る
ん
す
甘
ロ
を
伴
い
帰
国
し
た
(
号
。
六
八
四
年
翁
)
(
又
は
六

八
五
〉
彼
は
王
向
山
川
崎
H広
か
ら
更
に
新
地
を
賜
り
す

H34司
の
修
道
院
を
起
し
た
が
、
同
院
は
先
の
ウ
ィ

1

マ
ス
の
修
道
院
を
離
る
〉
こ
と

僅
か
二
皇
、
両
院
合
し
て
一
修
道
院
と
見
倒
さ
れ
院
長
も
両
院
を
監
督
す
る
規
定
で
お
っ
た
。
彼
は
生
涯
五
回
に
一
日
一
り
ロ

1

マ
に
巡
礼
し
た

が
、
そ
の
間
常
に
ロ

1

7
文
化
、
ガ
リ
ア
の
学
芸
の
輸
入
に
努
め
、
又
ウ
ィ

1

マ
ス
、
ジ
ャ

?
l
両
院
の
た
め
に
図
書
館
を
設
け
、
他
方
ベ

ネ
デ
ィ
ク
ト
の
戒
律
の
遵
奉
を
説
い
て
い
る
。
(
但
し
必
し
も
同
戒
律
の
み
に
準
っ
た
生
活
で
は
な
か
っ
た
と
と
は
前
記
の
通
り
。
)
六
九

O
年
彼
が

中
風
で
死
し
の

8
民
三
円
山
知
両
院
を
主
宰
し
た
頃
、
修
道
士
の
総
数
は
六
百
名
に
達
し
、
図
書
館
は
増
築
さ
れ
て
二
倍
の
大
き
さ
と
な
り
、

蔵官一円
中
に
は

p
g告
の
神
田
(
后
世
の

a
a
b
g
Z
E協
と
し
て
知
ら
れ
現
存
す
る
ラ
テ
ン

婁ー嘗
の
古
写
本
)
も
あ
っ
た
五
)
と
い
う
。

か
の
ピ
1
ド
(
ベ
ダ
)
が
治
滑
な
イ
ギ
D

ス
教
会
史
を
著
述
し
得
主
の
は
と
の
図
書
館
の
蔵
書

の
た
め
で
あ
っ
た
と
と
は
一
式
う
ま
で
も
な
い
が
、
ざ
l
ト

は
生
漆
殆
ん
ど
旅
行
せ
ず
と
の
修
道
院
で

日
を
過
し
て
い
る
か
ら
、
彼
の
著
作
に
窺
わ
れ
る
そ
の
参
考
書
を
推
定
し
、
と
れ
を
通
じ
て
当
図
書
館
の
蔵
蓄

を
察
す
る
と
と
が
出
来
る
答
で
あ
る
。
と
の
方
法
で
調
査
し
た

寸』
5
B旧民
O
D

に
よ
れ
ば
、
古
代
ラ
テ

ン
語
翠
書
、
〈
C
H
開
田
仲
田
-
フ
テ
y

誇
聖
書
の
写
本
、

グ
レ
ゴ
ηJ
ウ
ス
教
皇
の
著
書
、
ヒ
エ
ロ
一
一
ム
エ
の
著
作
、
中
一
同
教
父
伝
、
教
皇
書
簡
集
、
宗
教
会
議
法
令
集
な
ど
の
外
に
、
自
然
科
学
方
面
で
は
プ
D

ニウ

ス
、
イ
シ
ド
1

凡
の
著
作
、
そ
の
他
文
学
方
面
で
は
ず
ィ
ル
ギ
D
ウ
ス
は
勿
論
、
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
、
ォ
グ
ィ
デ
J

ウ
ス
の
詩
集
な
ど
も
保
管
主
れ
て
い
V

た

と
い
う
。
(
招
)

か
・〉
る
修
道
院
に
お
け
る
図
書
蒐
集
の
傾
向
は
、
当
然
写
本
術
の
広
範
囲
に
一
旦
る
発
達
を
誘
致
せ
し
め
、
そ
れ
が
遂
に
か
の
叢
麗
に
し
て

精
巧
を
極
め
た

F
Z
E丘
2
5
m
S句。
目
的
(
じ
世
紀
末
作
〉
を
産
ん
だ
わ
け
で
あ
る
が
、
之
を
要
す
る
に
当
代
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
学
術

は
、
ロ
ー
マ
を
中
心
と
す
る
大
陸
的
文
化
が
ベ
ネ
デ
ィ
ク

ト
修
道
士
の
努
カ
に
よ
っ
て
大
量
に
輸
入
せ
ら
れ
、
既
存
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
学

芸
の
基
礎
の
上
に
展
開
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

結
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以
上
述
べ
て
来
た
如
く
、
六
世
紀
末
に
イ
ギ
リ
ス
に
輸
入
さ
れ
た
ロ

1

7
的
キ
リ
ス
ト
教
は
、

七
世
紀
に
至
っ
て
既
存
の
ケ
ル
ト
的
キ

F

ス
ト
教
を
己
れ
の
勢
力
回
叶
に
抱
合
し
つ
〉
異
常
な
進
展
を
一
示
し
、
政
治
的
に
ま
未
だ
分
裂
割
拠
の
揮
官
二
吋
の
時
代
で
あ
り
な
が
ら
、

宗
教
的
に
は
金
イ
キ
リ
コ
カ
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
の
大
司
教
を
中
心
と
し
て
統
一
を
完
成
し
た
こ
と
が
認
め
ト

f
o

そ
う
し
て
こ
の
目
覚
し

い
成
功
は
主
と
し
て
ロ

1
マ
か
ら
渡
来
し
た
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
士
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
叉
同
時
に
彼
等
を
通
じ
て
こ
〉
に
学
芸
の
隆
盛
を

尾
、
而
も
そ
れ
は
孤
立
し
た
ケ
ル
ト
風
の
学
問
で
は
な
く
、
広
範
囲
に
わ
た
る
カ
ソ
リ
ッ
ク
的
文
化
活
動
の
一
翼
と
し
て
の
事
業
と
な
っ
た

と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
新
し
レ
動
き
は
八
世
紀
に
入
っ
て
更
に
向
上
発
展
し
つ
〉
九
世
己
へ
と
進
む
べ
き
筈
で
あ
り
な
が
ら
、

不
幸
八
世
紀
末
か
ら
始
り
九
世
紀
後
半
期
(
特
K
八
六
七

j
八
七

O
問
)
に
お
い
て
絶
頂
に
達
し
た
行
え
の
侵
入
の
}

修
道
院
は
全
く
壊
滋
し
雲
一
一
世
紀
に
亘
っ
て
粒
々
辛
苦
し
た
彼
等

2
2
5
5
1
5帰

し

ド

f
H

い
パ
リ
ロ
の
修
道
院
運
動
は
八
世
紀
末
に
切
断
さ
れ
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
院
の
再
興
は
イ
世
紀
後
半
期

E
2
2
の
時
代
ま
で
待
た
ね

一
U
U
1
い
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
ば
と
云
っ
て
こ
の
七
世
紀
に
お
け
る
彼
等
の
努
力
は
、
決
し
て
無
意
味
に
終
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の

我
内
々
は
一
般
キ

F
ス
ト
教
安
に
お
い
て
、
八
世
紀
前
半
期
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
大
陸
に
進
出
し
た
一
群
の
偉
大
な
伝
道
者
の
名
を
発
見
す

る
。
ヲ

Eσga-ヨ
E
Z
E
w
ぎ

g∞
Z
E
及
び
図
。
ロ
去
の

Z
∞
な
ど
、
所
謂
さ
き
の

9
5
0
B
B曲
目
。
ロ
に
対
し
て
閉
口
ぬ
】
山
田
町

E
日
目

と
称
せ
ら
れ
る
人
々
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
ヨ

E
g
E
(
0・
自
∞

l
a∞
〉
は
ノ

I
サ
ン
プ
リ
ア
人
で
ウ
ィ
ル
フ
リ
ド
の
弟
子
と
し
て
リ

ボ
ン
の
修
道
院
で
学
び
、
ベ
、
ヰ
デ
ィ
ク
ト
の
戒
律
に
よ
っ
て
修
行
し
た
人
物
、
フ
ラ
ン
ク
の
ピ
ピ
ン
(
チ
ャ
l
ノ

納
れ
て
ま
切
首
に
伝
道
し
(
六
九

0
9、
教
皇

F
H
E
5
2
2
5を

受
け
ユ
ト
レ
ヒ
ト
の
司
教
し
し
十
日
。
テ

U
M

一
0
4一詑

六
J
六
)
叉
回

C
E
R
E明
言
ロ
片
岡
山
子
。

.
2
1吋
切
と
は
ウ
ェ
セ
V

ク
ス
の
人
、
ウ
イ
ン
チ
ェ
ス
タ
i
附
近
の

5
5色
史
Z
5
5
)

の
ベ
、
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
院
で
暮
し
、
ロ

1

7
に
至
り
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
二
世
に
謁
し
(
七
一
八
)
、
後
、
上
記
ウ
ィ
リ
プ
ロ
ル
ト
の
下
で
フ
リ
ジ

ア
に
布
教
を
な
し
、
次
い
で
フ
ラ
ン
ク
の
宮
宰
チ
ャ
I
ル
ス
・
マ
ル
テ
ル
の
支
援
を
得
て
4
1
H
忌
ユ
ロ

m
g
に
入
り
〉
B
0
3
0
σ
ロ
将
一
修
道
院
を

作
り
、
こ
〉
を
伝
道
の
根
拠
地
と
し
、
そ
の
後
も
常
に
法
王
庁
と
連
絡
し
、
チ
ャ

1

ル
ス
の
子
。

m
H
F
B
B
の
助
力
を
受
け
て
の
。
ロ
立
】

Z
B

ωE2HHHH)HZgE(七
四
一
一
)
を
開
催
し
て
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
戒
律
の
普
及
実
施
を
期
し
た
。
彼
は
七
五
四
年
フ
リ
ジ
ア
の
り
。

r
rロ
B

で
殉
教
死
し
て
い
る
が
、
ド
イ
ツ
伝
道
の
功
績
は
箸
し
く
、
特
に
弟
子
宮
口
円
日
目
的
の
創
建
し
た
自
己
含
の
修
道
院
は
中
世
文
化
史
上
重
要

一七
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八

な
役
割
を
占
め
て
い
る
。
更
に
こ
の
ボ
ニ
フ
ァ
シ
ウ
ス
を
助
け
て
ド
イ
ツ
布
教
に
尽
力
し
た
ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
出
身
の
さ

E
F巳
己
(
己
・
混
同

又
は
斗
∞
寸
)
及
び

4
5
5与
巳
仏

2
・
吋
⑦
】
)
め
兄
弟
も
共
に
ベ
ネ
デ
f

ク
ト
修
道
士
で
あ
っ
た
。

E
L
く
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
世
の
命
に
よ
っ

て
伝
え
ら
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
キ
リ
ス
ト
教
が
約
一
世
紀
後
に
大
陸
ド
イ
ツ
に
逆
輸
入
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
百
年
間
イ
ギ
リ

ス
に
お
け
る
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
士
の
絶
ゆ
聞
な
き
活
動
と
そ
の
余
力
が
賢
ら
せ
る
も
の
で
あ
り
、
デ

I
ン
人
の
た
め
に
消
被
し
去
っ
た
か

の
如
く
見
え
る
彼
等
の
業
績
は
大
陸
に
移
植
さ
れ
て
新
し
い
展
開
を
試
み
つ
〉
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

次
に
文
化
方
面
に
お
い
て
も
類
似
の
径
路
が
見
ら
れ
る
。
か
の
ノ

I
サ
ン
ブ
リ
ア
に
お
け
る
君
。
日

B
0
5
y
]
ω
H
5
4『
両
修
道
院
の
学

問
研
究
態
度
が
目
覚
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
遺
憾
乍
ら
こ
れ
ら
も
八
六

O
年
頃
デ

I
ン
の
侵
入
を
う
け
て
荒

廃
し
て
し
ま
っ
た
。
然
る
に
そ
の
潰
域
以
前
、
こ
の
両
院
で
七
才
の
時
か
ら

p
g
o
E丘
一
∞
山
由
。
。
匂
の
許
で
、
次
い
モ
の

00民
同
町
内
凶
に
就
い

ず下修
学
し
た
の
が
一
世
の
碩
学
切
色
。
(
∞
四
島
知
〈
ぬ
ロ

σEσ
呂
田
み
斗

ω
l叶
ω切
〉
で
、

七
三

一
年
に
筆
を
終
え
た
そ
の
主
著
イ
ギ
リ
ス
教
会
史
は

古
代
及
び
中
世
初
期
の
イ
ギ
リ
ス
を
知
る
唯
一
に
し
て
最
高
の
資
料
と
し
て
光
彩
を
放
っ
て
い
る
。
ベ
グ
が
如
何
に
著
明
な
人
物
で
あ
っ
た

か
は
、
前
出
の
ボ
エ
フ
ァ
シ
ウ
ス
が
ド
イ
ツ
に
滞
在
中
ウ
ィ

1

マ
ス
の
修
道
院
長
国

432σω
宮
門
に
書
簡
を
送
り
ベ
ダ
の
作
品
を
送
付
さ

れ
度
き
旨
を
請
求
し
ハ
七
四
六
|
|
七
四
七
閑
)
(
幻
)
、
更
に
ボ
ニ
フ
ァ
シ
ワ
ス
の
後
継
者

rH】
(
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
)
も
ヨ
ー
ク
の
大
司
教

の。

g凶
(
開
岳
包
σ日
⑦
に
ベ
グ
の
編
纂
に
よ
る
聖
書
を
贈
ら
れ
た
き
書
簡
を
発
し
て
い
る
(
七
六
七

l
l七
七
八
)
(
泌
)
こ
と
に
よ
っ
て
も
想

像
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ベ
ダ
と
親
交
が
あ
っ
た
の
が
ヨ
ー
ク
の
司
教
開
∞

Z
2
で
あ
り
、
エ
グ
パ

1

ト
が
ヨ
ー
ク
に
設
立
し
た

の
ω
F
E
E
-
mの
FOCH
出
身
の
俊
才
が

k
r
H
g
E
で
あ
っ
た
。
ア
ル
ク
ィ
ン
は
ベ
ダ
の
捜
年
七
三
五
年
に
生
れ
て
い
る
か
ら
両
者
に
直
接
の
関

係
は
な
い
。
け
れ
ど
も
ヨ
ー
ク
の
学
校
が
ア
ル
ク
ィ
ン
の
如
、
ぎ
優
れ
た
人
物
を
生
ん
だ
所
以
の
も
の
は
、
ベ
、
不
デ
ィ
ク
ト
・
ビ
ス
コ

γ

プ
以
来

ノ
I
サ
ン
ブ
リ
ア
に
起
?
に
偉
大
な
文
化
活
動
の
結
果
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
こ
と
は
無
理
で
は
な
か
ろ
う
と
思
う
。
ア
ル
ク
イ
ン
は
周
知

の
如
く
チ
ャ

l
ル
ス
大
帝
に
招
鰐
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ク
宮
廷
に
あ
っ
て
カ
ロ
リ
ン
ガ
朝
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
貢
献
し
た
主
要
人
物
で
あ
る
が
、
彼

が
ト
内

1
ル
の

2
・
宮
司
片
山
口
修
道
院
に
お
い
て
教
育
事
業
に
活
躍
中
、
己
れ
の
郷
里
ノ

1
サ
ン
ブ
リ
ア
の
ヨ
ー
ク
か
ら
書
物
を
取
り
寄
せ

る
た
め
に
弟
子
を
派
遣
す
る
こ
と
の
許
可
を
チ
ャ

1
ル
ス
大
帝
に
求
め
て
レ
る
事
実
は
(
吉
、
こ
の
推
定
に
一
つ
の
裏
書
さ
を
す
る
と
思
わ

れ
る
。
か
く
考
え
来
れ
ば
六
世
紀
に
芽
生
え
た
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
士
の
文
化
的
業
績
は
九
世
紀
に
は
本
土
か
ら
姿
を

消
す
が
、
そ
れ
は
ア
ル
ク
イ
ン
を
通
じ
て
フ
ラ
ン
ク
に
移
動
し
、
中
世
初
期
の
大
陸
文
化
発
展
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。
か
〉
る
経
過
を
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